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高
度
情
報
基
盤
整

備
に
つ
い
て
①
事
業
の
見

通
し
（
工
事
完
了
）
に
つ

い
て
。
②
管
理
運
営
業
者

と
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
。
③
か
わ
ね

フ
ォ
ン
を
有
効
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
為
の
町
民
へ

の
説
明
方
法
に
つ
い
て
伺

う
。
④
今
後
の
段
階
的
な

利
活
用
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

①
10
月
中
旬
に
は
、

全
町
エ
リ
ア
で
運
用
開
始

予
定
に
向
け
て
努
力
し
て

い
る
。
②
仮
運
用
し
て
い

る
段
階
か
ら
、
光
ケ
ー
ブ

ル
に
関
し
て
は
維
持
管
理

実
施
、
工
事
途
中
で
す
が

完
成
し
て
い
る
部
分
に
つ

い
て
中
間
検
査
を
実
施
し

請
負
業
者
か
ら
の
引
き
渡

し
を
受
け
、
そ
の
一
部
を

運
営
業
者
に
Ｉ
Ｒ
Ｕ
契
約

に
て
貸
し
出
し
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
を
開
始
し
て
お
り

ま
す
。
③
町
全
体
を
対
象

と
し
た
説
明
会
を
9
月
下

旬
か
ら
全
5
回
、
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
と
文
化
会
館

で
行
な
い
、
か
わ
ね
フ
ォ

ン
使
用
方
法
に
加
え
、
ネ

ッ
ト
に
関
す
る
質
問
に
答

え
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

高
齢
者
の
方

を
中
心
に
基
本
的
な
使
い

方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
為
に
、

職
員
サ
ポ
ー
タ
ー
と
各
地

区
か
ら
の
住
民
サ
ポ
ー
タ

ー
に
よ
る
体
制
を
取
っ
て

行
き
ま
す
。

　
　
　

④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

委
員
会
の
各
委
員
か
ら
も

提
案
を
受
け
、
よ
り
実
現

性
の
高
い
利
活
用
の
方
法

を
具
体
化
し
て
く
段
階
に

入
り
、
整
備
費
用
と
維
持

管
理
費
用
の
コ
ス
ト
計
算
、

活
用
で
き
る
補
助
制
度
な

ど
を
検
討
し
、
大
き
な
財

政
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、

町
民
生
活
向
上
の
為
に
利

活
用
を
検
討
し
て
行
き
た

い
。

　
　
　

川
根
本
町
観
光
振

興
計
画
の
事
業
の
展
開
に

つ
い
て
①
観
光
に
関
す
る

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。
本
町
の
観
光
主
要
拠

点
で
あ
る
寸
又
峡
温
泉
の

再
生
へ
の
戦
略
に
つ
い
て
。

②
本
町
の
観
光
の
今
後
の

重
点
的
取
り
組
み
、
施
策

を
伺
う
。
内
容
と
し
て
、

多
種
多
様
な
観
光
商
品
の

開
発
状
況
、
開
発
の
為
の

先
進
地
視
察
、
ま
た
町
歩

き
観
光
で
以
前
整
備
さ
れ

た
「
ま
ち
か
ど
博
物
館
」

の
施
策
が
基
本
計
画
か
ら

欠
落
し
て
い
る
理
由
を
含

め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進

ん
で
行
く
の
か
。
③
大
鐵

を
含
め
交
通
環
境
の
整
備

に
つ
い
て
、
島
田
市
が
地

域
活
性
化
交
流
拠
点
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
整
備
さ

れ
た
川
根
温
泉
ホ
テ
ル
の

宿
泊
者
等
を
、
本
町
奥
大

井
へ
誘
引
す
る
戦
略
に
つ

い
て
。
ま
た
鉄
道
資
源
と

観
光
の
強
化

及
び
住
民
の

利
便
性
向
上

に
つ
な
が
る

大
鐵
の
ラ
イ

ン
強
化
は
新

し
い
タ
イ
プ

の
観
光
商
品

に
も
な
り
え

る
。
着
地
型
観
光
を
進
め

る
町
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

温
泉
事
業
の
再
生

は
、
本
当
に
厳
し
い
状
況

の
中
、
Ｓ
Ｌ
と
ア
プ
ト
式

鉄
道
沿
線
の
景
観
、
渓
谷

を
い
か
に
全
国
に
発
信
す

る
か
、
来
年
は
、
事
業
に

関
係
す
る
各
団
体
と
連
携

し
、
ア
プ
ト
ラ
イ
ン
を
中

心
と
し
た
誘
客
イ
ベ
ン
ト

を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。
最
近
は

体
験
型
旅
行
の
ニ
ー
ズ
も

増
加
、
町
内
に
あ
る
資
源
、

鉄
道
の
利
用
、
宿
泊
施
設

と
組
み
合
わ
せ
た
観
光
商

品
の
何
点
か
を
志
太
榛
原

地
域
広
域
で
検
討
し
、
年

間
を
通
じ
て
誘
客
を
増
や

し
て
い
き
た
い
。
寸
又
峡

の
再
生
に
も
つ
な
げ
た
い
。

野口　直次 議員

問問
◎かわねフォンの使用説明は十分か
◎段階的な利活用の取り組みについて
◎観光拠点の寸又峡温泉の再生戦略は
◎川根路にあった観光商品の開発について

◎かわねフォンの使用説明は十分か
◎段階的な利活用の取り組みについて
◎観光拠点の寸又峡温泉の再生戦略は
◎川根路にあった観光商品の開発について

答
○職員地域サポーターによるサポート体制の確立へ
○町民の生活向上のための利活用を検討する
○魅力ある温泉地へ官民一丸で努力が必要に
○鉄道を含めた体験型観光を整備したい

一 　 般 　 質 　 問

町内に建てられた無線局町内に建てられた無線局

質
問

質
問

町
長

町
長

企
画
課
長

町
長
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①
65
才
以
上
の
介

護
保
険
料
が
県
内
最
高
の

値
上
げ
で
2
番
目
に
高
く

な
っ
た
。
高
齢
者
の
不
安

解
消
を
。
一
般
会
計
繰
入

を
し
て
い
る
町
も
あ
る
。

値
上
げ
を
回
避
し
安
心
し

て
利
用
で
き
る
介
護
保
険

に
。
②
要
介
護
認
定
を
受

け
て
も
低
所
得
者
の
サ
ー

ビ
ス
利
用
は
少
な
い
の
で

は
。
③
国
の
制
度
改
定
で

軽
度
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
市
町
村
の
事
業
と
な
っ

た
。
町
の
対
応
、
人
員
確

保
は
十
分
か
。

　
　
　

①
ル
ー
ル
に
基
づ

い
て
決
め
る
が
、
他
市
町

の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

れ
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

当
町
の
お
達
者
度
は
男
女

と
も
上
位
。
更
に
予
防
に

力
を
入
れ
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り

を
目
指
す
。
②
適
切
な
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
訪
問
・
相
談
の
上
、
本

人
の
意
思
も
考
慮
し
て
適

正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

③
当
町
は
来
年
4
月
か
ら

実
施
。
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
看
護
師
１
名
増

員
し
5
人
体
制
と
し
た
。

現
在
の
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
ず
、
地
域
の
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
も
充
実
さ
せ
て

介
護
予
防
に
努
め
た
い
。

　
　
　

①
多
く
の
国
民
の

反
対
を
押
し
切
っ
て
成
立

し
た
安
保
関
連
法
は
、
戦

後
70
年
間
、
戦
争
放
棄
を

誓
っ
た
憲
法
9
条
を
踏
み

に
じ
り
、
日
本
が
攻
め
ら

れ
て
も
い
な
い
の
に
海
外

へ
自
衛
隊
を
派
遣
し
て
武

力
行
使
で
き
る「
戦
争
法
」

で
、
当
町
議
会
で
も
「
慎

重
審
議
を
求
め
る
意
見
書

が
出
さ
れ
た
が
、
6
対
5

で
否
決
さ
れ
た
。
戦
争
で

真
っ
先
に
犠
牲
と
な
る
の

は
子
ど
も
た
ち
。
町
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
行
政

と
し
て
議
会
が
決
議
し
た

「
核
兵
器
廃
絶
・
平
和
の

ま
ち
宣
言
」
を
生
か
し
た

取
り
組
み
を
。
②
「
子
ど

も
の
貧
困
」
が
社
会
問
題

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
１
人
親
家
庭
で
は

半
数
の
子
が
、
国
全
体
で

は
、
子
ど
も
の
6
人
に
１

人
が
貧
困
と
言
わ
れ
、
昨

年
の
19
歳
以
下
の
自
殺
者

数
は
5
3
8
人
に
及
び
、

国
会
で
も
超
党
派
に
よ
る

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
法

が
制
定
さ
れ
、
地
方
創
生

の
少
子
化
対
策
の
強
化
で

も
、
「
出
生
率
向
上
に
は
、

若
い
世
代
の
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
希
望
の
実
現

に
向
け
様
々
な
支
援
が
重

要
。
国
も
地
方
公
共
団
体

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
決
意
を
示
し
て

い
る
。
当
町
も
保
育
料
や

給
食
費
軽
減
な
ど
、
子
育

て
し
や
す
い
町
、
若
者
を

呼
び
込
む
町
づ
く
り
を
。

　
　
　

①
紛
争
を
防
ぐ
法

整
備
は
必
要
と
思
う
が
憲

法
改
正
の
手
続
き
を
踏
む

べ
き
。
議
会
の
「
核
兵
器

廃
絶
・
平
和
宣
言
」
は
、

引
き
続
き
堅
持
し
対
応
す

る
。
②
給
食
費
軽
減
は
委

員
会
へ
諮
問
す
る
。
保
育

料
軽
減
・
乳
幼
児
宅
訪
問

支
援
は
今
の
ま
ま
で
、
就

学
援
助
は
周
知
に
努
め
る
。

　
　
　

①
住
民
サ
ー
ビ
ス

や
町
の
最
前
線
で
汗
を
流

す
臨
時
職
員
の
待
遇
改
善

を
。
②
2
年
以
上
勤
務
の

ベ
テ
ラ
ン
臨
時
職
員
に
、

正
規
職
員
の
道
を
。

　
　
　

①
４
月
１
日
現
在

66
人
の
臨
時
職
員
が
お
り
、

一
般
職
員
に
準
ず
る
規
定

に
な
っ
て
い
る
。
近
隣
市

町
の
状
況
を
踏
ま
え
、
環

境
改
善
も
必
要
。
②
毎
年

行
う
職
員
採
用
試
験
を
受

験
し
て
欲
し
い
。
公
平
公

正
に
対
応
す
る
。

鈴木多津枝 議員

問問
◎高齢者の目が輝く元気・安心のまちに
◎平和を守り、子育てしやすい町づくりを
◎臨時職員の待遇改善と正規職員への道を

◎高齢者の目が輝く元気・安心のまちに
◎平和を守り、子育てしやすい町づくりを
◎臨時職員の待遇改善と正規職員への道を

答
○介護予防に力を入れ安心して住める町を目指したい
○議会や委員会からのもっと活発な提言を期待する
○規定により給与・手当支給している。35才未満なら
　職員採用試験の受験を

一 　 般 　 質 　 問

育て支援センターの様子（元藤川）育て支援センターの様子（元藤川）

」

」

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長
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